
｢講習会報告」

平成14年度第2回「総合的な学習の時間」における地学領域指導者講習会

「人吉・球磨地方の地質学習会」

平成M年10ﾉJ26日～21口の2II間にわ

たり，平成I'l年度第2hi目の「総合的な瑠

習のII寺間」における地学傾城指導者誰習会が

行われた．参加者は25稀で,10:00に球泉洞

に集合し，車7台に分乗して巡検に出発した

初めに，球泉洞の対岸，球磨川左岸の鈴倒

瀬の露頭を観察した(SlopI).この地点で

は，三宝山州;のメガロドン石灰岩が観察でき

た．このメガロドンは，三畳紀のテチス蝿二

枚貝で，大洋の火山島上の礁のラグーン潮間

帯につづく亜潮間帯（深さ数m)に生息す

る（田村，1994)．またこの石灰岩は，陸I'Illで

形成された烏の巣石灰岩に比べ|上Iいという特

徴がある．

次に，大阪間椛造線（仏像榊造線）付近の

露頭観察(Stop2)をおこなった．ここでは

大阪間駅付近の球磨川左岸から対岸の露頭を

遠望した．この地点には，勘米良・古Jl

(1964）の仏像術造線があるとされた．つま

り，この仏像榊造線を挟み，球磨川下流には

坂口層と三龍Ill帯が分布し，上流には四万i-

帯が分布するとした．しかし最近では，仏像

榊造線は勘米良・古川（1964）の仏像椛造線

よりも100m程下流にあり，坂口層と三宝ill

帯の間とされている．そして，坂口層は基稚

の四万十僻が形成された後，堆職したとの興

味深い説Iﾘ1があった．

その後，球磨村舟戸の西方約500m,球磨

川左岸の河原で人吉属の基底部を観察した

(StopS).この地点より下流に行くと四万i
層群の泥屑（砂泥互屑）が分布する．また人

吉屑は，肥雌火山岩類の下位に位世する．人

吉層の基底部は，下位から茶屋角牒岩部層と

舟戸凝灰岩部層に区分され，この地域が棋式

地となっている．ここでは，人吉屑基底部の

舟戸凝灰岩部|闇に相当する約258万年前の火

砕流堆積物を観察した．また，人吉市内の600

mのボーリングコアからも人吉脳がみられる
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ことがあるという．そして，人吉j勘の形成に

ついても案内者の方々から周辺に分布する四

万十州;からの堆積物の供給が少なく，ほとん

ど火Ill起源の砕屑物から形成されているとの

皿味深い説|ﾘ1がされた．

昼食のため球磨村総合通勤公|重|に移動した

(Stop4).ここには，公園を作るために崖が

大きくカットされて，商さ20～30m,M数100

mにも及ぶ人吉胴下部層が露出している．人

吉層を切る断層やクロスラミナなどを含む多

くの火Ill砕屑物からなる地屑が確認でき，教

材として活川できそうな露頭であった．

昼食をとり，次の巡検地大畑lilljへと向かっ

た.(Stop5)

ここでは，四万十帯のメランジュを観察し

た．

写真1四万十帯のメランジュcはチャート,bは
枕状溶岩，cの左側には砂岩泥岩の互層が見られる

（写真1)砂岩泥岩の互層，チャート，玄武

岩類，とくに「枕状溶岩」が混在して見られ

る露頭が観察できる．砂岩頁岩の互層は，四

万十,'j'.の-一般的に見られる地層で，陸源物質

から形成され，日本近くの海満で堆積したも

のだそうである．また，陸源物質を全く含ま

ない玄武滑類やチャートは，緑色あるいは赤

色を呈し，赤道付近で形成されると考えられ

ている．また，チャートもその玄武岩と密接



に関係があるという．それらの岩石が赤道付

近や日本近くで形成されたという理由は，メ

ランジュ中の玄武岩類や周辺部の砂岩泥岩互

層の古地磁気の伏角から判断されるそうであ

る．赤道付近で形成された玄武岩類やチャー

トが，海溝付近で堆積したと考えられる砂岩

泥岩互層中に混在した理由は,それらがプレー

トテクトニクスによって赤道付近から移動し

てきて，陸源物質からなる砂岩泥岩互層と混

ざり，大陸側に付加したためであるとの興味

深い説明があった．

しばらく観察した後,花こう岩,ホルンフェ

ルスが見られる水上村へ移動した.(Stop6)

市房ダム上流では花こう岩，ホルンフェルス

の観察を行った．この花こう岩は市房山花こ

う閃緑岩とも呼ばれ，市房山を中心に見られ

る深成岩である．四万-'一帯に貫入して，白亜

系・古第三系に接触変成作用を与えたという．

貫入を受けた堆積岩類は，部分的に赤色を呈

するホルンフェルスと呼ばれる接触変成岩に

なっている．花樹岩やホルンフェルスを観察

採取した後，宿舎へ向かった．宿舎では，30

分程,学習会をした後，懇親会が行われた．

国民宿舎くまがわ荘泊．

2日目，8：30宿舎発．まず，鬼木町の中

小企業大学へと向かった．ここでは，4種類

の火砕流堆積物の観察ができる．下位から，

下門（いわゆる加久藤下部）・小林・加久藤。

入戸火砕流堆積物の順に堆積している．それ

ぞれの堆積物は，含んでいる鉱物が違うこと，

特に小林火砕流堆積物には黒雲母を含んでい

ること，また，加久藤火砕流堆積物は熔結度

に違いがあることなどの説明を受けた．次に，

相良村梁瀬の川辺川右岸にて加久藤火砕流堆

積物の堆積榊造の説明を受け，熔結凝灰岩の

採取を行った（Stop7）．

その後，錦町山下(Slop8)の，加久藤・

阿蘇－3，阿多・阿蘇－4，入戸火砕流堆積

物が見られる露頭へと移動した（写真2）．

この一帯の火砕流堆積物は非熔結のため建設

会社の採取場になっていて，露頭が大きく新

しい．加久藤火砕流堆積物を砂れき層が粗い，

その上を風化した阿蘇－3火砕流堆積物が見

られた．阿蘇－3の特徴はスコリアを多く含
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んでおり風化すると茶色になるという．その

上は，白っぽい阿多火砕流堆積物で，下部に

はクロスラミナの発達した火砕サージがある

そして，黒色の阿蘇－4火砕流堆積物が糧､、

最上部は，入戸火砕流堆積物が観察できた．

鬼木町や相良村そしてここでの露頭から，人

吉盆地はある時は南から，ある時は北から，

数々の火砕流の襲来を受けてきた特別な地域

であるということであった．

写真2錦町山下k加久藤,s砂れき層,A3阿蘇
-3,A阿多，A4阿蘇-4,I入戸火砕流堆積物

次に,jilill1ljの高原台地の断層地形や摺曲し

た段丘砂れき層を観察した.(Stop9)高原
台地には北から新深田断層，高原一朝ノ迫断

層の2つが観察できる．特に高原一朝ノ迫断

層は走向が北東一南西であり，落差は10~

20niであり，高原地区はこの断層の上にあっ

た．また，近くには高原台地を覆う砂れき層

が福曲しているのが見られた．この摺曲は，

高原台地全体を覆っており，その成因につい

ては，よくわかっていない．

その後,深田村高山山頂から球磨川右岸の

扇状地を観察し，巡検会を終えた．

人吉・球磨地方は古生代の地層から現在ま

で'様々な時代の地層や，堆積岩，火成岩，

地形などいろいろ観察できると共に，総合的

な学習の時間にも対応できるものがたくさん

見られ,今後の教材化の可能性を感じた．最

後に，この巡検会に懇切丁寧にご案内．ご指

導いただいた，渡逼一徳．長峰智．田中均．

湊啓輔の各先生方に深く感謝し，巡検報告

とする．（スペースの関係でルート図を省略

した．必要な方は地学会へご連絡下さい.）




